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１． はじめに 
車にイメージセンサが搭載され，バックモニタ

やサイドモニタの開発が進められている．また，

デジタルカメラやビデオ機器システムの高性能化

と低価格化に伴い，その普及が急速に進展し，イ

メージングセンサの技術開発が加速している．浜

松地区知的クラスター創成事業においても，高速，

広ダイナミックレンジイメージセンサ，距離画像

センサの開発[1]などが行われている．筆者らは，イ

メージングセンサの応用として，車をより安全に

エキサイティングにする研究をしている． 

本稿では，複数のセンサを融合利用することに

より運転支援を拡張したマルチモーダルクルージ

ングアシストについて述べる． 

２．マルチモーダルクルージングアシスト 
 人間の運転能力は限られており，「認知」「判

断」「操作」という３つの動作を行っている．運

転作業は感情，体調などに影響される．筆者らは，

このような人間の認知や情動のメカニズムに合致

したマルチモーダルヒューマンインタフェースの

研究に取り組んでいる．また，ドライブを安全に

楽しむという意味で「快走支援」の研究に取り組

んでおり，従来の安全運転から，人間中心のマル

チモーダルクルージングアシストの研究へと発展

させている[2,3]．図１にイメージセンサなどのデバ

イスからプラットフォームやコンテンツまでを視

野に入れた，マルチモーダルクルージングアシス

ト実現に向けた研究開発項目を示す．マルチモー

ダルなセンシングプラットフォームから，応用ア

プリケーションまで幅広い研究対象となっている．

こ のうち，サラウンドビジョンと Adaptive 

Intelligent ミラーについて以下に述べる． 

３．マルチモーダル拡張[4] 

情報へのアクセスが容易にすることで，視覚的

広がり感，聴覚的広がり感，知識的広がり感など

が得られる．この広がり感を「サラウンド感覚」

と呼ぶ．「サラウンド感覚」を実現するためには

人間の感覚に近い支援が必要である．マルチモー

ダルにセンシングし，人間の感覚に近い支援とな

る．マルチモーダルなセンシングによって人間の

感覚を拡張するため，これをマルチモーダル拡張

と呼ぶ．「サラウンド感覚」により，運転の「認

知」エラーや交通事故が減少する． 

４．サラウンドビジョン 
 運転者は周囲の状況を把握しながら運転してい

る．「サラウンド感覚」を得ることにより，周囲

の状況の把握が容易になる．サラウンドビジョン

では，ディスプレイを運転者の周りに並べ，情報

を表示することで，運転者に視覚的な広がり感を

与え，運転席の死角を減少させ，運転の負担を軽

くする．  

 車の全周囲の映像を撮影し，運転者の周りのデ

ィスプレイへ表示するために，小型カメラ６台を

車の周囲に取り付けた．カメラのレンズは，魚眼
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図１．マルチモーダルクルージングアシスト 

図２．運転者を取り囲むディスプレイ 
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レンズを用いた． 

ディスプレイは図２に示すように，運転席右の

窓枠下，ハンドル奥のパネル，運転席と助手席の

間に右側と同じ高さの３方位に設置した．ディス

プレイは既存の車載用ディスプレイを用い，ディ

スプレイアレイとすることで横に長いディスプレ

イを実現した．前方，左方，右方各４台ずつの合

計１２台のアレイを組んだ． 

１２台のディスプレイを１２台のビデオカード

によって制御するのは現実的ではない．図３に示

すように，画面を４分割し，４つのディスプレイ

に分配し，表示部分を拡大表示し，順に並ぶよう

にし，１枚のフレームバッファで同時に４画面を

制御するようにした．１枚のフレームバッファで

４画面同時に画像補正をし，その後，ディスプレ

イ分配器を通して各ディスプレイに拡大表示した．

部分拡大には，ダウンスキャンコンバータのエリ

アズームを利用し，１２台のダウンスキャンコン

バータアレイを制御するために，専用ハードウェ

アを作成した．他のアプリケーションと連携し容

易に複数のディスプレイに提示可能な環境となり，

運転者に視覚的広がり感を与えることができた． 

５ Adaptive Intelligent ミラー 

周囲の状況を把握するときに，車が運転者の意

図を理解し，運転者にサラウンド感覚を与える支

援を行うことで気の利いた支援となる．Adaptive 

Intelligent ミラー（Ａ.Ｉ.ミラー）では，カメ

ラで撮影した映像を全て見せるのではなく，運転

者の意図理解をして計算し必要なところだけを提

示することで，運転者に視覚的広がり感を与える． 

運転者の意図を推定するために，鏡を覗き込む

という奥を見ようとする自然な行為を捕らえる．

ルームミラーの位置にミラーディスプレイを設置

し，通常のルームミラーと同じ映像を表示するが，

通常の鏡より視野角の応答を誇張して提示するこ

とで，通常のルームミラーよりも死角を減らす． 

ルームミラーと同等の映像を撮影するために，

車体後方に魚眼レンズを用いた小型カメラを設置

した．カメラからの映像を補正するときに，運転

者の頭部位置と車体情報を利用した． 

運転者の情報を取得するためには，距離画像カ

メラを用いた．距離画像カメラを運転席前方に設

置した．距離画像だけではノイズ部分や胴体まで

検知してしまうため，実画像撮影された映像の肌

色の部分のうち，距離が前方に近い部分を抜き出

すことで顔の領域を抜き出した．次に，その領域

の重心を求めることで顔の位置の縦，横，奥行き

の座標を得た． 

図４に示すように，得られた頭部座標と車両情

報から求められる映像の方向を推定し，補正した

映像をミラーディスプレイに表示した．車の速度

が速いほど通常のルームミラーと同じ鏡の反応角，

車の速度が遅いほど通常のルームミラーよりも鏡

の反応角が大きくなるようにした． 

６．まとめ 
イメージングセンサを利用することによるサラ

ウンド感覚の実現，サラウンドビジョンとＡ.Ｉ.

ミラーによる運転支援の有効性の見通しを得た．

イメージング技術を用いて，マルチモーダルイン

タラクションで人間の認知機能を拡大することに

より，運転者に広がり感を与えることができ，運

転の「認知」エラーを減少させることができる．

今後は安全性の向上だけでなく，運転の楽しみを

伸張する研究を加速させる． 
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図４．Ａ.Ｉ.ミラーの構成 

 
図３．サラウンドビジョン映像分配 
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